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　　  お問い合わせ専用電話

�０４６（２５２）７００７介護保険ホットライン
〈総合相談〉

開設期間／平成１２年３月３１日（金）まで
（土曜・日曜日、祝日および年末年始を除く）
開設時間／午前１０時～正午・午後１時～３時

　

農
作
物
の
収
穫
が
真
っ
盛
り

の
秋
。
黄
金
色
に
色
づ
い
た
稲

穂
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

先
ご
ろ
、
座
間
・
入
谷
の
各

小
学
校
と
県
立
座
間
谷
戸
山
公

園
に
お
け
る
親
子
米
作
り
隊
で

は
、
初
夏
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
近
く
や
公
園
内
の
水
田
に
植

え
た
稲
の
、
刈
り
取
り
や
脱
穀

の
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
収
穫
し
た
米
は
、
そ
れ
ぞ

れ
も
ち
つ
き
大
会
や
収
穫
祭
で

味
わ
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、立
野
台
小
学
校
で
は
、

一
足
先
に
収
穫
祭
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
ち
ら
は
バ
ケ
ツ
で
育

て
た
稲
を
刈
り
取
り
、
子
ど
も

た
ち
が
自
分
で
握
っ
た
お
に
ぎ

り
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

体
験
し
た
作
業
は
、
か
ま
や

民
具
な
ど
を
使
っ
た
昔
な
が
ら

の
手
作
業
で
進
め
ら
れ
た
も

の
。
労
働
の
大
切
さ
や
収
穫
の

喜
び
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た

一
日
で
し
た
。

入谷小学校でも上手にかまを使って刈り取りました

「おいしいおにぎりできたかな」立野台小学校で

親子米作り隊は千歯などを使った脱穀を体験

豊作を喜ぶ座間小学校の子どもたち

実実実実実実実実実実
りりりりりりりりりり
のののののののののの
秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋

実
り
の
秋

収収収収収収収収収収収
穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫穫
ののののののののののの
喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜
びびびびびびびびびびび
ををををををををををを

みみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんん
ななななななななななな
ででででででででででで
！！！！！！！！！！！
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青
少
年

◎
統
計
調
査
関
係

○
手
î
正
夫
さ
ん

　

立
野
台
三
丁
目

　

各
種
の
統
計
調
査
に
献
身
的
に

取
り
組
ま
れ
、
市
政
の
進
展
に
寄

与◎
市
民
生
活
関
係

○
伊
藤
千
代
子
さ
ん

　

相
模
が
丘
五
丁
目

　

地
域
に
根
ざ
し
た
諸
活
動
を
積

極
的
に
推
進
さ
れ
、
交
通
安
全
と

事
故
防
止
に
寄
与

◎
福
祉
関
係

○
臼
井
康
さ
ん

　

相
模
が
丘
三
丁
目

　

高
齢
者
の
就
労
の
場
と
生
き
が

い
の
確
保
に
尽
力
さ
れ
、
高
齢
者

福
祉
の
向
上
に
寄
与

◎
保
健
医
療
関
係

○
桂
忍
さ
ん

　

入
谷
四
丁
目

　

地
域
に
密
着
し
た
医
療
活
動
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
、
保
健
医
療
体

制
の
充
実
に
寄
与

○
五
十
棲
忠
二
さ
ん

　

相
武
台
一
丁
目

　

地
域
に
密
着
し
た
医
療
活
動
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
、
保
健
医
療
体

制
の
充
実
に
寄
与

○
川
上
萬
里
さ
ん

　

入
谷
四
丁
目

　

薬
剤
師
と
し
て
保
健
医
療
に
貢

献
さ
れ
、
健
康
管
理
体
制
の
充
実

に
寄
与

◎
産
業
経
済
関
係

○
香
川
良
雄
さ
ん

　

新
田
宿

　

農
業
協
同
組
合
活
動
に
意
欲
的

に
取
り
組
ま
れ
、
都
市
農
業
の
振

興
発
展
に
寄
与

◎
教
育
文
化
関
係

○
冨
山
繁
人
さ
ん

　

立
野
台
三
丁
目

　

多
彩
な
文
化
活
動
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
、
市
民
文
化
の
向
上
に
寄

与

◎
市
民
生
活
関
係

○
斉
�
文
雄
さ
ん

　

新
田
宿

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
、そ
の
任
を
尽
く
さ
れ
、

市
政
の
進
展
に
寄
与

◎
福
祉
関
係

○
安
藤
富
作
さ
ん

　

相
模
が
丘
五
丁
目

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市

政
の
進
展
に
寄
与

○
田
代
威
久
美

さ
ん

　

入
谷
四
丁
目

　

民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て

地
域
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ

れ
、
市
政
の
進

展
に
寄
与

○
瀬
戸
妙
子
さ

ん
　

相
模
が
丘
三

丁
目

　

民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て

地
域
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ

れ
、
市
政
の
進

○○○○○○○○○○

　

菊
花
の
香
る
十
一
月
三
日
の
『
文
化
の
日
』
に
、
市
政
の
振
興
や
公
共
の
福
祉
、
文

化
の
向
上
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
の
は
、

統
計
調
査
を
は
じ
め
、
市
民
生
活
、
福
祉
、
保
健
医
療
、
産
業
経
済
、
教
育
文
化
の
各

分
野
で
市
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
二
十
四
人
の
方
々
。
式
典
で
は
、
星
野
市
長
か
ら

一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
時
に
、
貴
重
な
浄
財
等
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
一
人
、
二
団
体
に
対
し
て

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

市
政
功
労
者

氏
を
表
彰

２４

展
に
寄
与

○
�
橋
和
恵
さ
ん

　

ひ
ば
り
が
丘
一
丁
目

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市

政
の
進
展
に
寄
与

○
岡
野
智
生
子
さ
ん

　

緑
ケ
丘
三
丁
目

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市

政
の
進
展
に
寄
与

○
山
本
美
津
江
さ
ん

　

入
谷
五
丁
目

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市

政
の
進
展
に
寄
与

○
井
戸
敏
雄
さ
ん

　

入
谷
四
丁
目

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市

政
の
進
展
に
寄
与

○
矢
作
須
美
子
さ
ん

　

相
模
が
丘
五
丁
目

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市

政
の
進
展
に
寄
与

○
石
井
信
義
さ
ん

　

東
原
四
丁
目

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市

政
の
進
展
に
寄
与

○
大
矢
馨
さ
ん

　

さ
が
み
野
一
丁
目

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市

政
の
進
展
に
寄
与

○
田
中
英
司
さ
ん

　

南
栗
原
五
丁
目

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市

政
の
進
展
に
寄
与

○
岡
美
代
子
さ
ん

　

入
谷
三
丁
目　

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市

政
の
進
展
に
寄
与

○
石
松
芳
子
さ
ん

　

入
谷
四
丁
目

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

一
般
表
彰

自
治
功
労
表
彰

域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
市

政
の
進
展
に
寄
与

◎
行
政
関
係

○
井
上
辰
男
さ
ん

　

相
模
原
市
磯
部

　

市
職
員
と
し
て
職
務
に
精
励
さ

れ
、
市
政
の
進
展
に
寄
与

○
�
井
惠
一
さ
ん

　

入
谷
一
丁
目

　

市
職
員
と
し
て
職
務
に
精
励
さ

れ
、
市
政
の
進
展
に
寄
与

◎
寄
付
行
為

○
鈴
木
�
夫
さ
ん

　

座
間
二
丁
目

　

都
市
環
境
の
向
上
の
た
め
、
緑

地
公
園
用
地
と
し
て
貴
重
な
土
地

を
寄
付

○
有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
興

　

業

　冬期は、大気汚染の原因である窒素酸化物の濃度が高くなります。七都県市首脳会議（埼
玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市、千葉市）では、毎年１１月から翌年１月
まで、自動車からの窒素酸化物の削減を図るため、『ぐるっと青空キャンペーン（冬期自動
車交通量対策）』を実施しています。
　市でも、この趣旨に賛同して、期間中にさまざまなＰＲなどを行っています。

　市では、毎週水曜日を「くるまに乗らないＤＡＹ」として、公用車の使用を控え、市職員
のマイカー通勤の自粛を呼び掛けています。また、工業会を通じて、事業者にも協力を求め
ています。
　市民の皆さんも、徒歩や自転車、公共交通機関などが利用できる場合には、自家用車の使
用を控えていただくようご協力をお願いします。

　排気量２０００ccクラスの乗用車で、１０分間のアイドリングをする
と約０.１４リットルのガソリンが消費されます。１日１０分のアイドリ
ングを１年間続けると、年間５１リットルのガソリンが無駄に消費
されてしまいます。ちょっとした気遣いで、燃料の節約と排気ガ
スを少なくすることができます。自動車から離れるときは、必ず
エンジンを切りましょう。

　自動車の排気ガスの影響が最も深刻なのは、渋滞道路です。運
転ルートや時間帯を事前に検討しておきましょう。　また、自ら交通渋滞を引き起こすよう
な迷惑駐車は絶対にやめましょう。

　自動車の整備が良くないと、排気ガスもかなり汚れています。法定点検はもちろん、オイ
ル交換やタイヤ空気圧の点検などもこまめに行い、排気ガスの汚れを極力抑えましょう。

　七都県市では、窒素酸化物の排出の少ない自動車を低公害車として指定しています。車種
についてはインターネットホームページhttp://station.nttls.co.jp/7taiki/でご覧いただ
けます。
　また、中小企業で低公害車を導入（買い替えを含む）される場合には、県の融資制度がご
利用いただけます。
　詳しくは、県央地区行政センター環境部�０４６（２２４）１１１１へお問い合わせください。

担当　　　　環境保全課�０４６（２５２）８２１４・�０４６（２５７）７７４３

　

栗
原
中
央
一
丁
目

　

交
通
安
全
対
策
の
充
実
の
た

め
、
貴
重
な
浄
財
を
寄
付

○
三
蔵
商
事
株
式
会
社

　

東
原
三
丁
目

　

福
祉
施
策
の
充
実
の
た
め
、
貴

重
な
浄
財
を
寄
付

長
賞
＝
「
高
い
と
こ
ろ
も
カ
ン
タ

ン
が
び
ょ
う
つ
け
取
り
機
」
神
田

桃
子
（
栗
原
中
一
年
）
▽
教
育
長

賞
＝
「
車
イ
ス
も
ら
く
ら
く
階
段

引
き
上
げ
引
き
下
げ
機
」
杉
山
ち

し
お
（
中
原
小
五
年
）
▽
商
工
会

長
賞
＝
「
お
手
製
バ
イ
ス
」
水
島

大
介
（
相
模
中
二
年
）
▽
工
業
会

長
賞
＝
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
く
す

り
ば
こ
」
吉
川
睦
美
（
座
間
小
二

年
）
▽
企
業
賞
＝
「
一
人
三
役
・

　

去
る
十
月
十
五
日
か
ら
十
七
日

ま
で
、
市
民
文
化
会
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
お
い
て
「
青
少
年
創
意
く

ふ
う
展
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の

小
・
中
学
生
が
工
夫
を
凝
ら
し
た

応
募
作
品
百
六
十
二
点
の
中
か

ら
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
（
敬
称
略
）

▽
市
長
賞
＝
「
ム
カ
ム
カ
ぼ
う
」

関
根
佳
祐
（
入
谷
小
五
年
）
▽
議

創
意
く
ふ
う
展

第２４回

�
人
形
の
イ
ス
�
貯
金
箱
�
ブ
ッ

ク
エ
ン
ド
」
沼
崎
怜
奈
（
中
原
小

一
年
）
▽
優
良
賞
＝
宮
田
あ
か
ね

（
旭
小
一
年
）、
高
木
瞭
（
座
間
小

二
年
）、
鈴
木
健
太
郎
・
木
島
啓
貴

（
入
谷
小
二
年
）、
門
脇
良
太
（
相

武
台
東
小
五
年
）、
敷
島
野
乃
（
入

谷
小
六
年
）
▽
佳
良
賞
＝
会
田
涼

子
（
座
間
小
一
年
）、
小
林
未
来

（
相
模
が
丘
小
一
年
）、福
田
脩
彰

（
栗
原
小
三
年
）、
高
井
孝
太
（
相

武
台
東
小
三
年
）、
有
竹
朝
美
（
立

野
台
小
三
年
）、
濱
田
ち
な
実
（
旭

小
三
年
）、
橋
本
あ
か
り
（
立
野
台

小
四
年
）、
穴
井
佑
佳
（
座
間
小
六

年
）、
竹
内
ふ
た
ば
（
相
模
野
小
六

年
）、
河
内
悠
史
（
栗
原
中
一
年
）、

山
田
郁
文
（
栗
原
中
一
年
）、
畑
智

子
（
栗
原
中
一
年
）

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

産
業
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
６
０
４

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

自動車の使用を抑制してきれいな空を

●自動車使用を控えましょう

●アイドリングストップを励行しましょう

●交通渋滞の著しい道路や時間帯を避けましょう

●自動車の整備を怠りなく

●買い替えのときには七都県市指定低公害車を

ぐ  る っ と 青空キャンペーン

文

化

の

日

感 
謝 
状 
贈 
呈
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億
一
千
六
十
七
万
九
千
円
、一
二
・

八
�
の
増
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
四
月
か
ら
の
水
道
料
金

の
改
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
費
用
の
合
計
は
、
十
七

億
三
千
九
百
五
万
四
千
円
。
内
訳

は
、
原
水
浄
水
配
水
及
び
給
水
費

（
地
下
水
を
く
み
あ
げ
家
庭
に
送

る
費
用
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で

減
価
償
却
費
、
総
係
費
（
企
業
を

管
理
す
る
費
用
）
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
費
用
を
前
年
度
と
比
較
す

る
と
、
九
千
三
十
六
万
一
千
円
、

五
・
五
�
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

資
本
的
収
支
の
決
算
は
、
下
円

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

収
入
の
合
計
は
、
三
億
六
千
六

百
二
万
六
千
円
。
内
容
は
、
負
担

金
等
と
補
助
金
で
、
前
年
度
と
比

較
す
る
と
八
億
三
千
九
百
四
十
三

万
円
、
六
九
・
六
�
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年
度
大

部
分
を
占
め
て
い
た
企
業
債
が
な

く
な
っ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

一
方
、
支
出
の
合
計
は
、
十
億

六
百
三
十
五
万
五
千
円
で
、
配
水

設
備
工
事
費
が
全
体
の
八
三
・
七

�
を
占
め
、
次
い
で
企
業
債
償
還

金
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度

と
比
較
す
る
と
五
億
四
千
八
百
四

十
二
万
七
千
円
、
三
五
・
三
�
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出

額
に
対
し
て
不
足
す
る
額
、
六
億

四
千
三
十
二
万
九
千
円
に
つ
い
て

は
、
減
債
積
立
金
な
ど
で
補
て
ん

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
年
度
末
企
業
債
の
未

償
還
元
金
お
よ
び
利
息
は
、
右
下

表
の
と
お
り
で
す
。

　

当
年
度
に
お
け
る
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
の
納
付
額
は
、
三

千
三
百
五
十
九
万
八
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

ス
ス
ト
ア
で
の
水
道
料
金
の
取
り

扱
い
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
で
は
、
生
活
に
不
可

欠
で
あ
る
安
全
で
安
定
し
た
水
の

供
給
を
図
る
た
め
、
施
設
の
整
備

拡
充
を
進
め
る
と
と
も
に
、
水
道

料
金
の
支
払
方
法
の
多
様
化
な
ど

に
よ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
を
高

め
、
そ
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
公

共
の
福
祉
を
増
進
す
る
よ
う
努
め

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
企
業
会
計

と
し
て
の
経
営
意
識
を
徹
底
し
、

合
理
的
か
つ
効
果
的
な
経
営
活
動

に
努
め
、
ま
た
、
水
の
安
定
供
給

を
図
る
た
め
の
各
種
事
業
の
実
施

と
、
企
業
と
し
て
の
経
済
性
と
い

う
双
方
の
均
衡
を
保
ち
つ
つ
、
よ

り
一
層
の
努
力
と
工
夫
に
傾
注
し

て
い
き
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
水
道
法
に
基
づ
い

て
設
置
さ
れ
、
地
方
公
営
企
業
法

の
適
用
を
受
け
て
市
が
独
自
に
経

営
す
る
企
業
で
す
。
こ
の
た
め
、

会
計
は
水
道
料
金
な
ど
に
よ
り
給

水
事
業
を
行
う
収
益
的
収
支
と
、

施
設
の
整
備
拡
充
な
ど
を
行
う
資

本
的
収
支
の
二
つ
に
分
か
れ
ま

す
。

　

収
益
的
収
支
の
決
算
は
、
下
円

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

収
益
の
合
計
は
、
十
八
億
五
千

二
百
五
十
一
万
三
千
円
。内
訳
は
、

水
道
料
金
が
全
体
の
九
二
・
九
�

を
占
め
、
次
い
で
受
託
料
、
雑
収

益
、
一
般
給
水
工
事
収
益
、
預
金

利
息
と
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
収

益
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
二

十
九
�
の
水
道
水
を
供
給
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

当
年
度
は
、
前
年
度
完
成
し
た

羽
根
沢
受
水
場
か
ら
県
水
の
受
水

を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
給
水

の
安
定
性
を
増
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
地
震
な
ど
の
災
害

に
備
え
る
た
め
既
設
の
石
綿
管
を

鋳
鉄
管
な
ど
に
布
設
替
え
を
す
る

石
綿
管
布
設
替
工
事
、
四
ツ
谷
配

水
管
理
所
管
理
棟
の
耐
震
改
良
工

事
な
ど
を
行
い
、
さ
ら
に
緊
急
用

飲
料
水
包
装
機
を
一
台
購
入
し
ま

し
た
。
そ
の
他
の
事
業
と
し
て
、

上
水
道
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

図
る
と
と
も
に
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

資本的収支決算�

収　入�
３億６，６０２万６千円�

支　出�
１０億６３５万５千円�

企業債償還金�
１億２，１９４万１千円�

１２．１％　　�

配水設備工事費�
８億４，２１５万４千円�

８３．７％�

水源開発費等�
負担金�

１億５，１２５万円�
４１．３％�

固定資産購入費�
１，１０８万４千円　１．１％�

メーター費�
１，４２７万６千円�
１．４％�

工事負担金�
２億５４９万５千円�

５６．１％�

一般負担金�
４６３万１千円�

１．３％�

補助金�
４６５万円�
１．３％　　�

開発費�
１，６９０万円�

１．７％�

収益的収支決算�

�

一般給水工事収益�
１，９１９万７千円　１．０％�
� その他　　　�

４２８万８千円�
０．２％�

預金利息�
１，４１５万８千円　０．８％�

収　益�
１８億５，２５１万３千円�

水道料金　　　　　�
　１７億２，１０４万８千円�
　　　　　　　９２．９％�

支払利息　　　　�
１億６，０９３万７千円�

９．３％� その他　６，１７５万３千円�
３．５％�

総係費　　　　　�
３億３，９４２万７千円�

１９．５％�

減価償却費　　　�
４億７，５７３万７千円�

２７．４％�
�

原水浄水配水　　　�
及び給水費　�
７億１２０万円�

４０．３％�

受託料�
５，７６３万円�
３．１％�

雑収益�
３，６１９万２千円　２．０％�

費　用�
１７億３，９０５万４千円�

　

先
の
九
月
定
例
市
議
会
で
、
平
成
十
年
度
水
道
事
業
会
計

の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

を
除
く
決
算
額
は
、
収
入
総
額
二
十
二
億
一
千
八
百
五
十
三

万
九
千
円
、
支
出
総
額
二
十
七
億
四
千
五
百
四
十
万
九
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
事
業
の
概
要
と
収
支
決
算

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
本
文
中
の
金
額
は
、

千
円
未
満
四
捨
五
入
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
道
部
業
務
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
５
１
３

�
０
４
６（
２
５
７
）４
１
５
５

水
道
事
業
の
決
算
報
告

平成

１０年度

平成１０年度末の未償還元金および利息

平成１０年度中の主な工事（消費税込み）

水道水１立方メートル当たりの価格

　地下水（一部県より受水）をくみあげ、皆さんの家庭に水を送るま
での生産コストを給水原価といいます。また、水を供給したときの販
売価格を供給単価と呼んでいます。この二つは、水道事業会計の経営
に大きな影響力を持っており、経営状況を判断する上での目安となり
ます。
　給水原価は、１立方�当たり１１９円８１銭（内訳はグラフ）、供給単価
は１１９円５７銭で、給水原価と供給単価の差額は２４銭でした。

給水原価の内訳�
１１9円81銭（１立方メートル当たり）�

そ　の　他　１３円１７銭（１０．９９％）�

委　託　料　１４円２７銭（１１．９１％）�

受　水　費　  ５円７９銭（  ４．８３％）�

修　繕　費　１１円６７銭（  ９．７４％）�

動　力　費　  ８円０６銭（  ６．７３％）�

給　与　費　２２円６３銭（１８．８９％）�

支払利息　１１円１８銭（  9．３３％）�

減価償却費　３３円０４銭（２７．５８％）�

（円）�

平成６� ７� ８� ９�

給水原価�

供給単価�

給水原価と供給単価�

１０（年度）�

１２５�

１２０�

１１５�

１１０�

１０５�

１００�

１０６．４�

１０２．２８�

１０７．６５�

１１３．１６�

１０４．２２�

１１９．５７�

１１９．８１�

１０４．８５�

１１２．４４�

１０５．３１�

工事費工事内容工事場所工　事　名

２１２，２２５
ダクタイル鋳鉄管
�６００　　３５７ｍ
�４００　　２４９ｍ

入谷５丁目
２１２１－２

平成８年度宮ヶ瀬
系県水受水管及び
送水管布設工事

１４，２３４
ダクタイル鋳鉄管
�５０～２５０
総延長　５４.７ｍ

入谷５丁目
１６６９

県道杉久保座間線
配水管布設替工事

３３，６６３
管理棟耐震改良工
事

四ツ谷１０１８
四ツ谷配水管理所
管理棟耐震改良工
事

１４，０５７
ダクタイル鋳鉄管
�２５０　　２５９.８ｍ

栗原中央
１丁目４７１６

市道４４号線外送水
管布設替工事

計利 息未償還元金借 入 額借 入 先

千円

２，７３７，５５０
千円

８７７，９７０
千円

１，８５９，５８０
千円

２，７１４，５００
大 蔵 省
資金運用部

１，７０５，３８０５４２，０５９１，１６３，３２１１，８７７，５００
公 営 企 業
金 融 公 庫

４，４４２，９３０１，４２０，０２９３，０２２，９０１４，５９２，０００計

千円

資
本
的
収
支
の
決
算

収
益
的
収
支
の
決
算

　

平
成
十
年
度
に
お
け
る
年
間
給

水
量
は
、
一
千
四
百
三
十
九
万
四

千
一
立
方
�
。
年
度
末
給
水
人
口

は
、
十
二
万
三
千
六
百
八
十
四
人

（
普
及
率
九
九
・
六
�
）
で
、
使

用
者
一
人
に
つ
き
一
日
平
均
三
百
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　市交通安全対策協議会では、交通事
故の撲滅を願い「平成１１年度座間市交
通安全推進大会」を開催します。この
大会は、交通安全に対する意識を深め
ることが大きな目的です。より多くの
皆さんのご来場をお待ちしています。
○と　き　１１月２７日午後１時３０分～
○ところ　市民文化会館小ホ－ル
○内　容　大会宣言、交通安全功労者・
ポスタ－・標語の入賞者表彰、孝道
幼稚園児による合唱ほか
担当　　　　　　　　　　市民生活課
�０４６（２５２）８２１８・FAX０４６（２５５）３５５０

　市勤労者サ－ビスセンタ－は、中小
企業で働く方たちの福利厚生と事業所
の一層の発展援助を目的とした団体で
す。個人単位でも加入することができ
ますので、この機会にご加入をお考え
になってみてはいかがでしょうか。
〈対象〉
◇事業所単位での加入　市内に事業所
があり、従業員が３００人以下の中小企
業の勤労者と事業主の方
◇個人単位での加入　市内の中小企業
に勤務する勤労者や、市内在住で市
外の中小企業に勤務する勤労者など

〈主な事業内容〉
◇給付事業　結婚・出産・入学の祝い
金、傷病・住宅災害の見舞金、死亡
弔慰金、永年勤続慰労金などの給付
◇貸付あっせん事業　５０万円を限度に
生活資金の融資をあっせん（償還期
間３６カ月以内）
◇福利厚生事業　宿泊施設の利用・助
成、チケットあっせん、バスツア－
などの開催、人間ドッグの利用助成
　詳しくは、同サ－ビスセンタ－事務
局（担当課内）へ。
担当　　　　　　　　　　　　産業課
�０４６（２５２）７６０４・FAX０４６（２５５）３５５０

　市青少年芸術祭実行委員会と市教育
委員会では「青少年の手で郷土に新し
い芸術文化の波を」をテ－マに、アマ
チュア劇団による「ゆかいな人形の
フェスティバル」を開催します。幼児
や児童を対象とした人形劇を、お友達
やご家族お誘い合わせの上、ご鑑賞く
ださい。
○と　き　１２月５日午後１時～３時
○ところ　市民文化会館小ホ－ル
○出　演　アマチュア劇団「しゃぼん
玉」「うさぎ」「おもちゃ箱」ほか

交通事故の撲滅を願い
交通安全推進大会開催

市勤労者サ－ビスセンタ－で
会員募集

○費　用　無料
○申込方法　当日直接会場へ
担当　　　　　　　　　　　青少年課
�０４６（２５３）８４１５・FAX０４６（２５９）２１６３

　消火器は、最も身近に親しまれる消
火設備であり、住宅防火にも重要な初
期消火の役割を担っています。また、
誰にでも簡単に扱え、「イザ」という
ときに消火器があるという安心感が落
ち着きを取り戻すことにもつながりま
す。一般住宅への設置義務はありませ
んが、火災を最小限に止めるためにも
一家に１本消火器の設置をお願いしま
す。
担当　　　　　　　市消防本部予防課
�０４６（２５６）２２１１・FAX０４６（２５６）２２１５

　最近、大量の消火器を設置している
事業所などを対象に、消火器点検業者
による不正な点検や、高額手数料の請
求などの被害が増加しています。点検
を承諾する前には、身分証明書の提示
を求めるなど、契約業者であるかを
しっかり確認しましょう。
担当　　　　　　　市消防本部予防課
�０４６（２５６）２２１１・FAX０４６（２５６）２２１５

　最近、紙・布の収集日に「雑誌だけ
収集していない」「新聞と雑誌は収集し
たが、段ボ－ルが残っている」などの
問い合わせが多く寄せられます。
　紙・布は、種類によって搬入する業
者が異なるため、ほかの資源物やごみ
と違い種類ごとに収集しています。こ
のため、収集日には収集車が集積所へ
何度か巡回し、すべての収集作業が終
了するまでに時間が掛かります。一見
未回収のようですが、収集車が来るま
でしばらくお待ちいただきますようお
願いします。
　これからも、ごみの減量化、資源化
にご協力をお願いします。
担当　　　　　　　　　　資源対策課
�０４６ （２５２）７６５９・FAX０４６（２５２）７６１６

○と　き　１１月２５日午前１０時～１１時３０
分
○ところ　市民文化会館２階大和室
○内　容　①子どもの心を育てる育児
とは？②たっぷり遊んで、食べて、
寝るシンプルな子育て③子育ての仲
間づくり④わらべ唄でスキンシップ
ほか（質問コ－ナ－あり）
○対　象　１歳～１歳５カ月児とその
親
○定　員　２０組（先着順）
○講　師　マッコ－保育園園長　藍原
益子さん
○費　用　無料
○申込方法　直接または電話かファク
スで担当へ
担当　　　　　　　　　　生涯学習課

青少年芸術祭・人形劇部門公演

消火器の設置をぜひご家庭に

消火器の訪問点検にご注意！

紙・布は種類ごとに
集めています

心の育児講座

�０４６（２５２）８４７２・FAX０４６（２５２）４３１１

　アガペサポ－トセンタ－（小松原２
－１０－１４）では、就労などの機会が得
られない在宅の障害者が送迎により通
所して、創作的活動、機能訓練、入
浴・給食サ－ビスなどを利用し、自立
と生きがいを高めることを目的に、月
曜～土曜日の間「障害者デイサ－ビス」
を行っています。皆さんもお気軽にご
利用ください。
○対　象　市内に住民登録をしている
満１８歳以上６５歳未満の身体障害者
○定　員　１日１５人
　なお、平成１２年４月から実施される
介護保険のサ－ビスを受ける方（介護
保険法による初老期痴ほう、脳血管疾
患などの１５疾病）は該当しません。
　利用方法など詳しくは、担当へ。
担当　　　　　　　　　　障害福祉課
�０４６（２５２）７１３２・FAX０４６（２５６）３６００

　市では、不幸にして事故や災害の被
害に遭われた方のために「災害見舞金
制度」を設けています。
　この制度は、掛け金の必要がなく、
市内にお住まいの方であればどなたで
も受けることができます。対象となる
災害は、国内で発生した車両・電車・
船舶・飛行機・火災・風水害および一
般家庭のガス爆発による人身事故など
です。ただし、次の場合は対象となり
ません。
○被害者または遺族の故意もしくは、
重大な過失や違法行為で発生した災
害を受けたとき
○治療が通院だけのとき
○入院期間が１５日未満のとき
　見舞い金を受けるには、災害が発生
した日から１年以内に、被害者または
遺族の方による申請が必要です。
　詳しくは、担当へ。
担当　　　　　　　　　　市民生活課
�０４６（２５２）８２１８・FAX０４６（２５５）３５５０

　市立もくせい園では、地域交流の一
環として音楽家を招き、歌や演奏を楽
しんでいただこうと、今年も「もくせ
いコンサ－ト」を開催します。多くの
皆さんのご来場をお待ちしています。
○と　き　１１月３０日午後１時（開場）
○ところ　市民文化会館小ホ－ル
○演奏曲目　アベマリア、タイタニッ
ク愛のテ－マ、星に願いをほか
○費　用　無料
○申込方法　当日直接会場へ
　詳しくは、担当へ。
担当　　　　　　　　市立もくせい園
�０４６（２５３）０８０４・FAX０４６（２５４）７７１７

　市民体育館では、より多くの皆さん

ご利用ください
障害者デイサ－ビスセンタ－
「アガペサポ－トセンタ－」

に２階トレ－ニング室を利用していた
だくため、このほどコ－ドレスバイク
など心肺機能を高めるニュ－マシン２９
台を備え付けました。トレ－ニング室
では、常時二人から三人の専門的な知
識と技術を持つトレ－ナ－が、皆さん
の健康維持・増進のお手伝いをしてい
ます。皆さんもお気軽に参加してみて
はいかがでしょうか。
　利用方法など詳しくは、同館へ。
担当　　　　　　　　　　市民体育館
�０４６（２５５）００７７・FAX０４６（２５５）１１８８
　　
　　　　

　市民体育館は、去る８月９日の休館
日に「平成１１年度第３０回関東中学校体
操競技選手権大会」が開催されたこと
に伴い、１１月３０日は臨時休館させてい
ただきます。このため２９日、３０日は２
連休となり、この間を利用して特別館
内清掃を実施します。皆さんには、ご
迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協
力をお願いします。
担当　　　　　　　　　　市民体育館
�０４６（２５５）００７７・FAX０４６（２５５）１１８８

◆わらべうたであそぼう～子どもたち
の耳に入ってくる音や体で感じるリ
ズムを大切にしてみませんか～
○と　き　１２月１日、平成１２年１月１２
日、２月２日、３月１日いずれも水曜
日各回とも①午前１０時３０分～１１時②
午前１１時～１１時３０分
○定　員　各回親子で１５組（先着順）
○対　象　市内在住の幼児と親
○費　用　無料
○申込方法　１１月２５日までに直接また
は電話かファクスで同館へ
◆ブックト－ク
○と　き　１２月４日午後２時～
○内　容　「雪」をテ－マにした本の紹
介と楽しい工作
○定　員　３０人（先着順）
○対　象　幼児から小学生
○申込方法　１１月２５日までに直接また
は電話かファクスで同館へ

市　公　民　館
�０４６（２５５）３１３１　�０４６（２５２）２７７６

災害見舞金制度

もくせいコンサ－ト

市民体育館トレ－ニング室に
ニュ－マシン登場

市民体育館は１１月３０日
臨時休館

市内交通事故件数

平成11年１月１日～10月31日
（物件事故を含まず）

負傷者死　者件　数

790567211年

796266210年

-6+3+10増減

※１５日（月）が休館日のため申し込みは
１６日からとなります。
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◇地域ふれあい基金へ
▽１０万８４００円＝（社）神奈川県宅地建
物取引業協会相模南支部▽５万円＝相
模が丘・嶋ひさお▽２０万円＝入谷・竹
田哲朗▽５万円＝南栗原・岩井志ん壽
▽１万円＝東原・ざま福祉会松井松夫
▽２万３７６１円＝広野台・日産自動車労
働組合座間支部▽１０万円＝横浜市瀬谷
区・日産自動車労働組合員（故）森本
進（ご遺族より）▽１０万円＝東京都荒
川区・小堀すみゑ▽１３万６６６１円＝ＭＯＬ
ＯＷＡ・ＬＵＩＮＡ、ハート音楽院、稲山
会、睦月会、モロワ・ダンスサークル、
ナプア・フラダンス教室、リリア・有
賀ダンススタジオ
◇明るく安全な街に
▽防犯灯１０基＝東京電力（株）大和営
業所
◇市社会福祉協議会へ
▽ゆかた４点＝入谷・合田キミ▽２万
２５００円＝神奈川土建座間海老名支部▽
車いす＝立野台・羽鳥文雄▽２万円＝
相武台・小俣光男▽２万円＝入谷・匿
名▽５０００円＝入谷・匿名▽５０００円＝座

登録ホ－ムヘルパ－

◇座間警察少年剣道推進会
▽とき＝毎週火曜・木曜日午後６時～
▽ところ＝座間警察署▽内容＝剣道の
けいこ▽対象＝小学３年生以上の男女
で平成１２年４月からけいこに参加でき
る方▽会費＝月額８００円（別に入会金
１０００円）▽連絡先＝�０４６（２５３）８４５６ 
（平地）
◇ 箏  友  会 （琴の会）

そう ゆう かい

▽とき＝毎月第１・第３水曜日午後１
時３０分～４時３０分▽ところ＝市公民館
▽内容＝琴を楽しむ▽対象＝どなたで
も（初心者歓迎）▽会費＝月額３０００円
▽連絡先＝�０４６（２５１）５８０６（志田）
◇刺しゅうサ－クル
▽とき＝毎月２回木曜日午後１時～３
時▽ところ＝市立入谷小学校オ－プン
ル－ム▽内容＝フランス刺しゅうを楽
しむ▽対象＝どなたでも▽会費＝月額
１５００円▽その他＝花の額作りの体験学
習あり（材料費５００円）▽連絡先＝�０４６
（２５１）４５３１（和田）
◇バレ－ボ－ルサ－クル座間ハンドタ
イガ－ス
▽とき＝毎週①水曜日午後５時～６時
３０分②金曜日午後５時～６時３０分③土
曜日午後２時～６時▽ところ＝市立座
間小学校体育館▽内容＝バレ－ボ－ル
を楽しむ▽対象＝小学１年～５年生ま
での女子▽会費＝２０００円▽連絡先＝�
０９０（８３４２）６１２４（萩原）
◇歌謡育生会
▽とき＝毎週土曜日午後６時～９時▽
ところ＝大和市桜森コミュニティセン
タ－（大和市桜森３－４）▽内容＝演
歌、舞踊、童謡、唱歌などを練習し、
老人ホ－ムなどへ慰問▽対象＝どなた
でも▽会費＝月額２０００円▽連絡先＝�
０４６（２６４）２６６６（伊藤）
◇バドミントンサ－クル
▼シルビアバドミントンクラブ▽とき
＝毎週月曜日午後１時３０分～４時３０分
▽ところ＝日産自動車座間事業所体育
館▽内容＝バドミントンを楽しむ
（コーチ指導あり）▽対象＝どなたで
も▽会費＝月額１５００円（別に入会金
１０００円）▼ポパイバドミントンクラブ
▽とき＝毎週金曜日午前１０時～正午▽
ところ＝日産自動車座間事業所体育館
▽内容＝バドミントンを楽しむ▽対象
＝どなたでも▽会費＝月額８００円（別に
入会金１０００円）▽連絡先＝�０４６（２５４）
４６７６（町田）
◇ストレッチ体操サ－クル
▽とき＝月３回水曜日午後１時３０分～
２時３０分▽ところ＝立野台コミュニ
ティセンタ－▽内容＝ストレッチ体操
で硬くなった筋肉をほぐす▽対象＝ど
なたでも▽会費＝月額２０００円▽連絡先
＝�０４６（２３３）４４７８（荻原）
◇生け花サ－クルはなみずきの会
▽とき＝毎月３回木曜日午後７時～９
時▽ところ＝市立青少年センタ－▽内
容＝生け花を楽しく学ぶ▽対象＝青少

　ホ－ムヘルパ－活動は、日常生活で
何らかの手助けを必要とする方に対し
て、多様な援助を行うものです。
○応募資格　有資格者（ホ－ムヘルパ
－１級～３級、介護福祉士）
○活動時間　月曜～土曜日の午前８時
３０分～午後５時の時間帯で、活動で
きる曜日・時間を登録し、その内容
によって、担当から活動する曜日、
時間を指定
○賃　金　時給９００円
○応募方法　市販の履歴書（写真添付）
に必要事項を記入の上、本人が担当
（遠藤、浦田）へ持参
担当　　　　　　　市社会福祉協議会
�０４６（２５７）７１０１・FAX０４６（２５１）４１１９

　市社会福祉協議会では、食事の支度
をすることが困難な、おおむね６５歳以
上の一人暮らしの方や高齢者世帯また
は、身体に障害のある方の家庭に夕食
をお届けする「給食サ－ビス事業」の
配食協力員を募集します。
○応募資格　原動機付き自転車以上の
運転資格を有する方
○業務内容　月曜～金曜日の夕食（午
後４時以降）を指定する地域へ配達
○報　酬　１食配達するごとに３００円
（４食目以降は２５０円）
○応募方法　担当に備え付けの所定の
用紙に必要事項を記入の上、本人が
担当（大澤）へ持参
担当　　　　　　　市社会福祉協議会
�０４６（２５８）３３３８・FAX０４６（２５１）４１１９

給食サ－ビス事業の
配食協力員

善意のともしび�
（敬称略）�

サークル会員募集�

年▽会費＝月額６０００円（材料代ほか）
▽連絡先＝�０９０（４８４４）６８１７（小林）

◇収穫祭
▽とき＝１１月２１日午前１０時～午後２時
▽ところ＝県立座間谷戸山公園里山体
験館周辺▽内容＝もちつき、模擬店、
自然観察クイズラリ－、野鳥観察ガイ
ドほか▽入場＝自由▽問い合わせ先＝
同公園�０４６（２５７）８３８８ 
◇足医術（足もみ）講習会
▽とき＝毎月第２・第４土曜日午後１
時～▽ところ＝相武台コミュニティセ
ンタ－▽内容＝足のつぼ（反射区）を
もんで健康な体をつくる▽費用＝月額
１０００円▽問い合わせ先＝�０４６（２５４）
７６７０（小笠原）〈午後８時以降〉
◇ＺＡＭＡビッグバンドジャズオ－ケ
ストラ結成２周年コンサ－ト
▽とき＝１１月２８日午後１時３０分（開場）
▽ところ＝市民文化会館小ホ－ル▽内
容＝スタ－ダスト、シカゴ、Ａ列車で
行こう、オ－バ－ザスカイほか▽ゲス
ト＝作・編曲家、トランペット奏者山
田慧さん、サクソホン奏者加藤朝雄さ
ん▽入場料＝１０００円▽申込方法＝電話
で�０４６（２５４）１３２８（清水）へ
◇お正月しめ飾り作り実習講座
▽とき＝１２月２６日午後４時～▽ところ
＝相武台コミュニティセンタ－▽内容
＝しめ飾りを手作りする▽定員＝３０人
（先着順）▽対象＝市内在住の中学生
以上▽費用＝１６００円（材料代）▽講師
＝市青少年指導員▽申込方法＝１１月３０
日までに電話で�０４６（２５８）３００１同セン
タ－へ
◇第２回ＺＡＭＡ 燦  夏  祭 写真展

さん か さい

▽とき＝１１月１５日～２６日午前８時３０分
～午後５時（土曜・日曜日、祝日を除
く）▽ところ＝市庁舎１階ホ－ル▽内
容＝今年の８月に開催された燦夏祭の
写真約６０点の展示▽問い合わせ先＝ふ
れあいづくり推進協議会�０４６（２５４）
９６７１
◇創業、新分野進出講座
　市商工会では、市内に店舗、事業所
などの開業を計画されている方、新し
い産業分野への進出を目指す中小企業
の方などを対象に講座を開催します。
▽とき＝１２月１７日、１８日、１９日午後１
時～５時▽ところ＝市民文化会館大会
議室▽内容＝創業に必要な思想、啓発
や創業計画作成のためのマ－ケッティ
ング、市場参入、資金計画、製品や流
通の開発ほか▽受講料＝無料▽申込方
法＝市商工会にある申込書に必要事項
を記入の上、１１月３０日までに〒２２８-
００２７座間２-２８８６市商工会あて郵送（当
日消印有効）またはファクス０４６（２５４）
２２２０▽問い合わせ先＝市商工会�０４６
（２５１）１０４０
◇スク－ルコンサ－ト
▽とき＝１１月２０日午後１時３０分～３時
▽ところ＝市立旭小学校▽内容＝テノ
－ル歌手天野亨コンサ－ト（盲導犬と
ともに）▽費用＝無料▽申込方法＝当
日直接会場へ▽問い合わせ先＝�０４６
（２５５）３４４０（赤羽）
◇チャリティ－ダンスパ－ティ－
▽とき＝１１月２６日午後６時～９時▽と
ころ＝市民文化会館小ホ－ル▽内容＝

みんなの広場�

社交ダンスパ－ティ－と発表会▽参加
費＝１０００円▽主催＝市レクリエ－ショ
ン協会▽申し込み方法＝当日直接会場
へ▽問い合わせ先＝�０４６（２５３）４７２２
（佐藤）
◇市民川柳の集い
▽とき＝１２月１９日午後１時～▽ところ
＝市公民館▽内容＝会員を交えての川
柳句会と講座▽費用＝無料▽講師＝Ｎ
ＨＫ講師大木俊秀さん▽その他＝句題
「師走」「茶」「混ぜる」を使って各２
句ずつ作成し当日提出▽問い合わせ先
＝�０４６（２５３）８０７４（江口）
◇ファミリ－スキ－ツア－
▽とき＝平成１２年１月８日（土）（現地
集合）～９日（日）午後（現地解散）▽
ところ＝長野県菅平スキ－場▽内容＝
グル－プに分かれてスキ－を学ぶ▽定
員＝２０人（先着順）▽対象＝市内在住
者（小学生以下は保護者同伴）▽費用
＝大人１万円、子供９０００円（宿泊料、
傷害保険料など含む）▽主催＝座間ス
キ－クラブ▽問い合わせ先＝同クラブ
�０４６（２５３）９９８３（星野）
◇歴史散歩の会で札所巡り
▽とき＝１１月２７日午前１０時～（小雨決
行）▽集合場所＝ＪＲ横須賀線逗子駅
▽ところ＝鎌倉・逗子方面▽内容＝杉
本寺など鎌倉の札所を巡る▽費用＝無
料（交通費、拝観料は自己負担で未会
員は資料代５００円）▽持ち物＝昼食、
雨具▽申込方法＝１１月２４日までに電話
で�０４６（２５３）３５９０（斉藤）へ
◇介護者教室
▽とき＝１１月２７日午後１時～２時３０分
▽ところ＝特別養護老人ホ－ム栗原ホ
－ム第１ケアセンター▽内容＝骨粗
しょう症の治療と予防▽講師＝山下整
形外科病院院長山下恵代さん▽費用＝
無料▽問い合わせ先＝同ホ－ム�０４６
（２５１）１１６６
◇交通死亡事故抑止キャンペ－ン
　減少傾向にあった交通死亡事故が、
秋から年末にかけて多発する傾向にあ
ることから「夕方および夜間における
交通死亡事故抑止」「高齢者の歩行中お
よび自転車乗車中の交通死亡事故抑
止」を重点項目に、１１月３０日まで全国
的に交通死亡事故抑止キャンペ－ンを
実施しています。キャンペ－ン期間中
は、次のことを守り交通事故防止につ
とめましょう。
A夕方薄暗くなってきたら早めに前照
　灯を点灯する
B歩行者、自転車利用者は夜光反射材
　を活用する
▽問い合わせ先＝座間警察署�０４６ 
（２５６）０１１０
◇県域精連公開講座
▽とき＝１２月１１日午後１時～３時▽と
ころ＝市文化福祉会館ホ－ル▽内容＝
精神障害者の人権とノ－マライゼ－
ション～それぞれの人が主体的に生き
ていけるために▽講師＝弁護士池原毅
和さん▽定員＝２００人▽対象＝どなた
でも▽費用＝無料▽問い合わせ先＝地
域作業所ウインディ－ザマ�０４６（２５２）
５１１７
◇特別養護老人ホ－ム・デイケアセン
タ－座間苑でパ－ト募集
▽募集職種＝①看護婦（士）②調理員③
寮母▽募集人員＝①②各一人③二人
（いずれも５０歳まで）▽応募資格＝①
のみ有資格者▽賃金＝時給８００円より
▽応募方法＝市販の履歴書（写真添付）
に必要事項を記入し、電話連絡の上同
ホ－ムへ持参▽問い合わせ先＝同ホ－
ム�０４６（２５６）３３６３（山本）

間市商工会青年部▽３０万円＝匿名▽梨
＝立野台・匿名▽車いす２台＝総合企
画エクセルシオ（株）▽車いす＝広野
台・船木▽５０００円＝入谷・小平儀平▽
４１５９円＝スパ－相模が丘店▽乾燥機＝
立野台・匿名
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診　療�救　急�

�夜間・深夜診療
消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９で医療機関を紹介します。

　　　　　　　　　消防署　�０４６（２５６）２２１１（２４時間）

　　　　　　　　　　　　　�０４６（２５１）５２６３（障害者の方専用）

　　　　　　　　　市役所　�０４６（２５５）１１１１（午後１０時まで）

※当番医が変更される場合もありますので、必ず電話で診療時間も

含めて確認してください。

問い合わせ先

電　話所在地医　院　名診療月日

外科系

０４６ （２５４） ３２２１相武台相武台外科胃腸科医院１１月２１日

０４６ （２５８） ２７２８相武台相武台脳神経外科１１月２３日

０４２ （７４８） ７１３１相模が丘入澤クリニック１１月２８日

婦人科系

０４６ （２５２） ０６２５さがみ野原産婦人科医院１１月２１日

０４６ （２５５） ３５４１入谷金子産婦人科医院１１月２３日

０４６ （２５３） ３５１１相武台シロタ産婦人科１１月２８日

耳鼻科系

０４２（７５６）９０００相模原市相模大野相模原南メヂカルセンター１１月２１日

０４６ （２２２） １２５９厚木市厚木町厚木市休日夜間急患診療所１１月２３日

０４２（７５６）９０００相模原市相模大野相模原南メヂカルセンター１１月２８日

◆外科・婦人科・耳鼻科系（昼間）
診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

�休日診療

◆診療場所　　休日急患センター（市民健康センター１階）
◆内科系・小児科系　問い合わせ先　�０４６（２５２）９０９０
　受付時間　　午 前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分、

午後７時～９時４５分
◆歯科系　　　　　　問い合わせ先　�０４６（２５２）８２１７
　受付時間　　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分

成
人
・
老

人
健
康
相

談ポ
リ
オ

（
急
性
灰

白
髄
炎
）

ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応

検
査
と
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種

１
歳
児
の

む
し
歯
予

防
教
室

▽
受
付
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
内
容
＝
身
体

３０

１０

３０

測
定
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
、
体
脂
肪
測
定
と
相
談
▽
持
ち

物
＝
健
康
手
帳
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

▽
受
付
時
間
＝
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分
（
時
間
厳
守
）

１５

１５

▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
生
後
３
カ
月
〜

７
歳
６
カ
月
未
満
（
で
き
る
だ
け　

カ
月
ま
で
に
完
了
）

１８

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、　

日
〜
末
日
に
生
ま
れ
た
方

１６

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
生
ま
れ
た
日
を
問
い
ま
せ
ん

※
ス
ム
ー
ズ
に
接
種
で
き
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
日
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

▽
受
付
時
間
＝
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分
（
時
間
厳
守
）

１５

１５

▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
生
後
３
カ
月
〜

４
歳
未
満
（
で
き
る
だ
け
１
歳
ま
で
に
完
了
）

※
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
結
果
、
陰
性
の
場
合
は
Ｂ
Ｃ

Ｇ
を
接
種
し
、
陽
性
の
場
合
は
再
検
査
し
ま
す
。

▽
と
き
＝　

月
９
日（
木
）午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
と

１２

４５

１１

３０

こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
む
し
歯
予
防
に
つ
い

て
の
実
習
▽
対
象
＝
１
歳
〜
１
歳
１
カ
月
児
▽
持
ち
物
＝
母

子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
▽
申
込
方
法
＝
電
話
予
約

みんなの　�

健康�

診�

査�

健�

康�
問 い 合
わ せ 先

市
民
健
康
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
２
５

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
１
３

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

対　
　

象

２
月
生
ま
れ

　

月
〜
２
月
生
ま
れ

１２

と　
　

き

　

月　

日 （
月
）

１１

１５

　

月　

日 （
木
）

１１

１８

赤
ち
ゃ
ん

教
室

２
歳
児
歯

科
健
康
診

査育
児
相
談

▽
と
き
＝　

月　

日（
木
）午
前　

時
〜　

時　

分
▽
と
こ
ろ

１１

２５

１０

１１

３０

＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
離
乳
食
の
作
り
方
・
す
す

め
方
、
子
ど
も
の
発
達
や
予
防
接
種
に
つ
い
て
▽
対
象
＝
生

後
５
カ
月
〜
８
カ
月
児
を
持
つ
保
護
者
▽
持
ち
物
＝
母
子
健

康
手
帳
、
ス
プ
ー
ン
▽
申
込
方
法
＝
電
話
予
約

▽
と
き
＝　

月　

日（
水
）▽
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
〜
２
時

１１

２４

▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
歯
科
健
診
、
予

防
処
置
お
よ
び
栄
養
相
談
な
ど
（
※
予
防
処
置
は
、
希
望
者

の
み
で
有
料
）
▽
対
象
＝
平
成
９
年　

月
生
ま
れ
▽
持
ち
物

１０

＝
母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

▽
受
付
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
内
容
＝
身
体

３０

１０

３０

測
定
と
食
事
・
発
育
状
態
・
し
つ
け
に
つ
い
て
の
相
談
▽
持

ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

こ
ん
に
ち
は�

赤�

ち
ゃ
ん�

 白  石 　 琢 真   ちゃん
しら いし たく ま

Ｈ１０．１1．２１生まれ　男
相模が丘３丁目

 高 尾   　直
たか お

   ちゃん
なお

Ｈ１1．１．８生まれ　男
南栗原４丁目

 近  藤 　 佑 香   ちゃん
こん どう ゆう か

Ｈ１１．３．２５生まれ　女
入谷１丁目

と　
　

き

　

月　

日 （
月
）

１１

２２

　

月　

日 （
木
）

１１

２５

と
こ
ろ

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

ひ
ば
り
が
丘
・
小
松
原
児
童
館

保
健
福
祉
事
務
所
か
ら
の
　�

�

お
知
ら
せ�

厚
木
保
健
福
祉
事
務
所　

�
０
４
６（
２
２
４
）１
１
１
１

栄
養
専
門

相
談

専
門
医
に

よ
る
精
神

保
健
相
談

子
ど
も
整

形
外
科
相

談エ
イ
ズ
無

料
検
査

外
国
籍
県

民
結
核
検

診

○
と　

き　
　

月　

日（
火
）

１１

１６

○
内　

容　

病
気
の
あ
る
方
な
ど
の
食
事
相
談

○
申
込
方
法　

電
話
予
約

○
と　

き　
　

月　

日（
水
）午
後
１
時　

分
〜
４
時

１１

２４

３０

○
と
こ
ろ　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

心
の
病
気
の
治
療
や
社
会
復
帰
な
ど
の
相
談
、

ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
物
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
依
存
症
の
相
談

○
申
込
方
法　

電
話
予
約

○
と　

き　
　

月　

日（
木
）午
後
１
時
〜
２
時

１１

２５

○
対　

象　
　

歳
未
満
で
心
配
の
あ
る
方

１８

○
申
込
方
法　

電
話
予
約

○
と　

き　

毎
週
月
曜
日
（
電
話
相
談
は
随
時
）

○
受
付
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
申
込
方
法　

電
話
予
約

○
と　

き　

毎
週
月
曜
日
午
前
９
時
〜　

時　

分

１０

３０

○
費　

用　

無
料

○
申
込
方
法　

直
接
会
場
へ

と　
　

き

　

月　

日 （
金
）

１１

１９

と
こ
ろ

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

内　

容

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

Ｂ
Ｃ
Ｇ

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

Ｂ
Ｃ
Ｇ

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

Ｂ
Ｃ
Ｇ

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

Ｂ
Ｃ
Ｇ

と　

き

　

月　

日 （
水
）

１１

１７

　

月　

日 （
金
）

１１

１９

　

月　

日 （
水
）

１１

２４

　

月　

日 （
金
）

１１

２６

　

月　

日 （
火
）

１１

３０

　

月
２
日 （
木
）

１２
　

月
１
日 （
水
）

１２
　

月
３
日 （
金
）

１２

対　

象

６
月
１
日
〜

　

日
生
ま
れ

１５６
月　

日
〜

１６

末
日
生
ま
れ

７
月
１
日
〜

　

日
生
ま
れ

１５７
月　

日
〜

１６

末
日
生
ま
れ

　河川の改修や公共下水道の

普及、さらに、地域の人たち

の熱意によって清らかな流れ

を取り戻しつつある『目久尻

川』。

　今年も、多くのカルガモが

子育てにこの川を選び、今の

時期、立派に成長した若鳥た

ちがせわしく水面をついばむ

姿が見られます。

　先月末には、訪れる季節を

知らせるかのように、北方か

ら「マガモ」や「オナガガモ」

が飛来、カルガモたちの仲間

入りをしていました。

○
対　

象　

市
内
在
住
の
四
十

歳
以
上
の
ね
た
き
り
状
態
の

方
○
実
施
方
法　

申
請
に
基
づ
き

保
健
婦
の
訪
問
調
査
な
ど
と

と
も
に
、
訪
問
診
療
の
必
要

性
に
つ
い
て
判
断
し
ま
す

○
費　

用　

訪
問
診
療
・
治
療

▼�

ペット�
マナー�

　

市
な
ど
に
は
、
ペ
ッ
ト
に
関
す

る
苦
情
が
依
然
と
し
て
数
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
苦

情
は
、犬
猫
の
フ
ン
の
放
置
・
放
し

飼
い
・
捨
て
猫
な
ど
、一
部
の
心
な

い
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
の

欠
如
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
方
や
こ

れ
か
ら
飼
お
う
と
す
る
方
は
、

ペ
ッ
ト
の
本
能
や
習
性
を
十
分
に

理
解
し
、
適
正
に
飼
育
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
次
の
マ
ナ
ー
を
必
ず
守

り
、
快
適
で
住
み
良
い
環
境
づ
く

り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
引
き

綱
を
付
け
、
必
ず
フ
ン
の
始
末

を
す
る

○
犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い

○
犬
の
鑑
札
は
必
ず
付
け
る

★
犬
の
登
録
／
死
亡
、
狂
犬
病
注

射
、
飼
い
主
の
変
更
な
ど
は

　

厚
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目久尻川の
浅瀬でまどろむ
水鳥たち
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